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　　In　recent 　years ，　decoctions　that　are 　stored 　for　l　month 　after 　production 　by　decocting　machines ，

which 　can 　package　in　a　single 　operation ，　have　been　used 　in　clinical　practice．　However，　changes 　in

the　quality　of　decoctions　stored 　on 　a　long−term　basis　have　not 　been　fully　elucidated ．　Though 　we

have　previously 　reported 　that　significant 　changes 　were 　not 　observed 　in　the　color 　or 　principal

compounds 　of 　packed 　decoctions　of 　Daiokanzoto　produced　by　a　decocting　machine 　within 　l　month

at 　room 　temperature ，　the　safety 　of　such 　decoctions　irl　terms 　of　microorganisms 　has　not 　been

verified 、　Therefore，　in　this　study ，　we 　stored 　Kakkonto　produced 　by　a　decocting　machine 　for

lmonth 　at 　4，25，　and 　40℃，　and 　analyzed 　microbial 　levels，　as　established 　by　the 　Japanese

Pharmacopoeia ，　as 　well 　as　the　color ．　taste，　and 　principal　compounds 　of 　the　decoctions．

　　The 　results 　showed 　that　microbial 　levels（aerobic 　bacterium，　fungus，　Escheri（／hia　coii ，　and

salmonella ）fulfilLed　the　criteria 　of　the　Japanese　Pharmacopoeia ．　and 　the　color 　of　Kakkonto　was

maintained 　for　5　weeks 　az 　4℃ and 　25℃，　 and 　2　weeks 　at　40℃．Discernible　changes 　in　taste　were

not
　detected　for　l　week 　at 　4℃ or 　for　2　weeks 　at　25℃ ．In　addition ，　p血 cipal 　compounds （ephedrine ．

pseudoephedrirle，　glycyrrhizin，　and 　puerarin ）hardly　showed 　any 　change ．　Therefore，　we 　concluded

that　the　packed 　decoctions　of　Kakkonto 　produced　by　a　decocting　machine 　could 　be　stored 　for　a

Inaximum
　of　2　weeks 　at　25℃ and 　l　week 　at 　4℃ without 　significant　changes 　in　quality．

Keywords；Kakkonto ；decocting　machine ；microorganism ；color；taste
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緒 言

　近 年，漢方湯液約 1 ヶ 月分を
一

度に 煎 じて ，1 服 分ず つ

ア ル ミ パ ッ ク 包装 で き る 漢 方 薬 抽 出 自 動包 装 機 が 開発 さ

れ，中 国 や韓 国 で は病 院 の 薬 剤 部 や 市中の 薬局 で 日常的に

使 用 され て い る．凵本 で も薬局 で 導入され始 め．実用 化が

進 め られ て い る．しか し，湯液 の 長期保存 に よ る 品 質変化

に つ い て は 十 分な 検刮が され て い ない ．我 々
1’

は こ れ ま で

に 本装 置 で製 して ア ル ミパ ッ ク包装 した大黄甘草湯 は室 温

保存で 1 ヶ 月間は 色彩，味，含有成分 量 に大 きな 変 化が な

い こ とを報告 し た が ，適切 な保 存条 件 は処 方 別 に 異 な る 可

能性 が 考え ら れ た ，加 え て，湯 液 の 保 存 に 伴 う微生 物学的

品質特性 に つ い て も検討 が され て い な い ．そこ で 今回 は 繁

用処方で あ る葛根 湯 を 本装置 で 調製 し，保存 に よ る 品 質の

変化を検討 した．評 価 は 第 16改正 日本薬局方
3

（以 下，口

局）の 「非 無 菌製剤」 の 項 目で 許容基準値が 規定 され る好

気性細薗，真菌 及 び大 腸菌，「生 薬及 び生薬を配合 した 製 剤 」

の 項 目で 許 容基 準値が 規定 され る サ ル モ ネ ラ の 数 の 測 定 に

加 え て ，色 彩．味 及 び含有成分 量 の 分 析 を行 っ た，

実験材料及 び方 法

　 1， 生 薬 材 料

　 日本薬局方 カ ッ コ ン （ウ チ ダ和漢薬 Lot、9341053及 び

ABKOIO8 ），マ オ ウ （同 LQt．　US262114 及 び BlBO601 ），
タ イ ソ ウ （同 Lot．8751152及 び 99Jll64），ケ イ ヒ （同 Lot．
70Ml 〔｝65及 び 04DlO89）．シ ャ ク ヤ ク　（同 Lot．83Bll36及び

05Cll36），カ ン ゾ ウ （同 Lot、88TlO57 及 び SU452905＞，シ ョ

ウ キ ョ ウ （同 Lot　8A61112）を用 い た．

　 2． 試 　　　薬

　 グ リチ ル リチ ン ，プエ ラ リ ン、囗局 試 験 用 の 各種培地及

び ク ロ ラ ム フ ェ ニ コ ー
ル，亜 セ レ ン酸 ナ トリ ウ ム は和光純

薬工 業株式会杜，エ フ ェ ドリン 塩酸塩及 び プ ソ イ ドエ フ ェ

ドリ ン塩酸塩 は ア ル プ ス 薬品工 業株式会社 か ら 入手 した．
HPLC に は HPLC 用 試 薬 を，そ の 他 は試薬特級 を用 い た．

　3．　 微生物学的品 質評 価研 究

　3．1 葛根湯煎液 の調製方法

　漢方薬抽出自動包装 機 （ハ ニ ル パ ー
トナ

ーEXT −5COS，株

式会社 ウ チ ダ和 漢 薬 ） の 配 管内を消毒する ため に，食 品や 医

療分野などで 繁用 され る弱酸 吐次 亜塩 素酸水
3i
　（2CI｝ppm ） を

12時間充填 した．次 に，配 管 内 を水道水で 洗浄 した 後，30

分間水道水で 煮沸 した．そ の 後，本装置の 抽出タ ン クに葛根

湯 の 構成生薬をそ れ ぞ れ 14 日 分 （カ ッ コ ン ll2g，マ オ ウ

56g，タ イソ ウ 酪 g，ケ イヒ 42g．シ ャ クヤ ク 42g，カ ン ゾ ウ

28g，シ ョ ウキ ョ ウ 14g） と蒸留水 【14日分 （100ml × 3回／日

× 14日）＋ 1．51 （蒸発量）】を加え，30分間煎 じて ，ア ル ミパ ッ

ク包装 42包を得た．

　3．2　試料 の保存方法

　ア ル ミパ ッ ク 包装 した 葛根湯煎液 を 4℃，25℃，40℃ の

恒温 器内で 4，7，14，28 日 間保存 した．なお，前報
D

に

お け る 大黄甘草湯 の 適切 保 存 期 間が 1 ヶ 月で あっ た こ とを

考慮 し，葛根湯 で も同
一
期 間保存可 能か を検討す る た め に

本研究の 最 大保 存期 間 を 28 凵 と した．

　 3，3　微生物試験

　全試 験 は 日局に準 じて 以下 の 通 り行 っ た．

　 〔／） 好気性細菌及び真菌

　好気性細菌 は ソ イ ビー
ン
・

カ ゼ イ ン ・ダ イジ ェ ス トカ ン

テ ン 培地 真菌 は 抗生 物質添加 （ク ロ ラ ム フ ェ ニ コ
ー

ル

50mg ／1） サ ブ ロ
ー

ブ ドウ糖 カ ン テ ン 培 地 を用 い て カ ン テ

ン 平板表而塗抹法 で 行 っ た．固化 後 に 表面 を乾燥 した カ ン

テ ン 培 地 ヒに 試 料 0．2ml を 塗 抹 し，好気性細菌 は 32℃，
真
’
菌は 25℃ で 5H 問培養 した 後 に 集落数を計測 した，各

検体 にそ れ ぞ れ 寒天 培地を2 枚ずつ 使 用 した．基 準値 は，
日局 に規 定 され る 「非無菌製剤 の 微生物学的 品質に対す る許

容基準値」（好気性細菌 ：100cfUfml以 下，真菌 ： 10〔血 ／ml 以

下 ）に 従っ た．なお、cfU は colony 　forming　ur亘t の 略称 で，コ

ロ ニ
ー
数を示 す．

　 （2）大腸 菌

　試料 10ml を乳糖 ブ イ ヨ ン 90　ml に 加え，振 り混ぜ た 液

Iml を EC 培 地 （9〜10m ！） を入 れ た 発 酵試験管 に と り

44．5± 0．2℃ の 恒温水槽中で 24時 間 培養 し，ガ ス 発生が認

め られ な い 場合は大腸菌陰性 と判 定 した．な お ，日局 の 「非

無菌製剤 の 微生 物学的品質に対 す る許容基準値」 に は 大腸

菌 は非検出 とある．

　 （3）サ ル モ ネ ラ

　試料 10ml を乳 糖 ブ イ ヨ ン 90ml に 加 え約 32℃ で 48 時

問培養 した．増殖が 見 られた場合，試料 lml をセ レ ナイト
・

シ ス チ ン 液体培地 及 び テ トラ チ オ ネート液体培地 10ml ず

つ に 接種 し，24 時聞培養 した．次 に ，それ ぞ れ の 液体 培

地 か らブ リ リア ン トグ リ ン カ ン テ ン 培地 及び亜 硫酸 ビ ス マ

ス カ ン テ ン 培地 に 塗抹 し，30〜35℃ で 48 時間 培養 し，サ

ル モ ネラ の 集落の 判定 を行 っ た．なお，日局の 「生 薬 及 び

生 薬 を配 合 し た 製剤 の 微 生 物学的品質 に 対す る 許容基 準

値 」 に はサ ル モ ネラ は非検出とあ る，

　4．　化学的 品 質評価研究

　4．1 葛根湯煎液の 調製方法

　漢方薬抽 出 自動 包 装機の 抽出 タ ン ク に 葛根 湯構成生薬 を

それぞ れ 45日分 と蒸留水【45 日分 （100mlx3 回／日 x45 囗）

＋ 1．51 （蒸発 量 ）】を 加 え，30 分 間 煎 じて ．ア ル ミパ ッ ク

包 装 135 包 を得 た．

　 4．2　 試 料 の 保存 方 法

　ア ル ミパ ッ ク包装 した 葛根湯を 4℃，25℃，40℃ の 恒温

器 内で，L2 ，4，7，14，21．28．35 日間保存した．

　4．3 色彩 の 測定方法

　前報
1’

に 従 い ，遠心分離 （3，000rpm ，10分 間 ） した 煎

液の 上 清 を光路長 10mm の ガ ラ ス セ ル に 入 れ，標準 D65
の 透 過光 を分 光測 色 計 CM −3500d （コ ニ カ ミノ ル タ ホール

デ ィ ン グ ス 株式会社）で 測 定 した．L’値 （明度），ゴ 値 【赤

（＋ 方 向 ），緑 （
一
方向）】，b

“
値 【黄 （＋ 方向），青 （

一
方向）】

及 び △ E ’

ab 値 （色差） に よ り評 価 した，なお，か は 0か

ら 100 の 値 で 示 さ れ，100に近 い 程 明 る い こ と を意味 し，

（14）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

また ，ゴ 及び b’は 色 の 方向を表 して お り，こ れ らは 共 に

単位 は な い ．更 に．△ 酵 ab 値 は が 値，グ 値，ゲ 値 の 色

差 を元 に 算 出 さ れ （〔（△Lつ
Lt
＋ （△aつ

Lt
＋ （△ bり

／
t

〕
1
う，値 が

12以．Lの 時，別の 色系統 に 変わ る と評 価 され る．

　4．4　味の 測定方法

　前報
L1

及 び安食 ら
11

の 報告 に従 い ，遠 心 分離 （3，000　rpm ，

10分間）後の 煎液 の 上 清を蒸留水 で 10倍 に 希釈 し，塩 化

カ リ ウ ム と 酒 石 酸 を そ れ ぞ れ 10mM 及び 0．1mM と な る

よ うに 添加 し た液 を試 料 溶 液 と した．各試 料溶液に つ い て ，

味認識装置 SA402B （株 式 会社 イ ン テ リジ ェ ン トセ ン サー

テ ク ノ ロ ジ
ー

） に て 6 種類の セ ン サ （ACO，　 COO ，　 AE1 ，

AAE ，　 CTO，　 CAO ） を 用 い て 測 定 し，得 られ た 各 セ ン サ

の 出力値 か ら，ウ ェ
ー

バ
ー

の 法則に 基づ い て ヒ トが 感 じる

味強度 の 違 い を推定 した．本法則に おい て ，ヒ トは味 の 強

さが 20％ 変化す る と そ の 味の 違 い を認識す る と言 わ れ て

い る た め
tt．61
、20％ の 変化 をそ の 11未の 強 さの 1単位 と し て

い る
71
．今回 は，酸性苦味，渋 味，旨 味，酸性苦味後味，

渋味後味 及 び 旨味後味 の 強度 を推定 した．

　4，5　成分 含量 の 測定方法

　検 出器 ：L−2400．ポ ン プ ： L−2130，ク ロ マ ト グ ラ フ ：

D −2500，オ
ートサ ン プ ラ

ー ：L−2200 （株式会社日立 ハ イ テ

ク ノ ロ ジ ーズ ），カ ラ ム ： YMC −Pack　ODS （6．0 × 150　mm ，

株式会社 ワ イ エ ム シ イ ） を用い て HPLC 法 で 測 定 した．

　4，6　試料溶 液 の 調 製

　遠心分離 （3．OOO　rpm ，10分間） 後の 煎液 の 上 清 を 2 倍

に希釈 し，メ ン ブ ラ ン フ ィ ル タ
ー

（0．45 μ m ） で ろ 過 した

もの を試料
・
溶液 と した．なお，成分含量は 1 日分 （100ml

× 3包 ） に 含まれ る 量 と して 換算 した．また．別に 同
一

煎

液の ア ル ミパ ッ ク 問 （n ＝6）の 誤差 を求 め，同様 に 1 凵分

と して 換算 した．

　4，7HPLC 分 析条件

　全 条 件で ，流 量 ：1．Om レmin ．カ ラ ム 温度 ：室温，注 入 量 ：

10μ 1と し，移 動 相、検 出波 長 は以 下 の 通 りで あ る．

　 〔1） エ フ ェ ドリ ン 及び プ ソ イ ドエ フ ェ ドリ ン

　移 動相 ： ア セ トニ トリ ル ： 水 ： リ ン 酸 ： ラ ウ リル 硫酸 ナ

ト リ ウ ム （190ml ：3／0ml ： 0．8ml ：2．4g），検 出波 長 ：

210nm ．

　 （2） グ リチ ル リチ ン

　移 動 相 ： ア セ トニ トリル ：0、05 ％ リ ン 酸 （35 ：65），検

出 波 長 ：254nm．

　 （3） プエ ラ リ ン

　移動相 ；ア セ トニ トリ ル ：0，05％ リ ン 酸 ：メ タ ノ
ー

ル （9 ：

90 ； 1），検出波長 ：250nm．

実　験　結　果

　同様 の 実．験 を 2同行い ，平均値を グ ラ フ また は表に示 した，

　L　微生 物 数 の 経 時 変化

　煎 じた 日の 好気性細 菌 は 4．2cfu／ml で あ り，日局 で の 許

容基準値 （100cfu／ml ）に 比 して 非常 に 少な か っ た，ま た，

この コ ロ ニ
ー
数 は保存 に 伴 い 減少 した，…

方．全保存条件

に お い て 真菌 は Ocfu／ml ，大腸菌，サ ル モ ネラ は非検出で

あ り．い ず れ も日局 の 基準 を満た して い た （Table　D ．

　2．　色 彩の 経 時 変 化

　漢方薬抽 出 自動 包 装 機 で 作製 し，ア ル ミパ ッ ク保存 した

葛根湯煎液 を 40℃ で 保 存 した 時，保存期 間 の 長 さ に伴 っ

て V 値 （明度〉 の 減少及 び d 値 （赤 み ）の 増加が 認 め ら

Table　L　Temporal 　changes 　of 　microbial 　levels　in　Kakkonto ．
（cfu／ml ）

Storage　period｛days）

，el融鑑，e　
M ・・・… g・ni ・m

0 4 7 14 28

4℃

aerobic 　bacterium

fungusEsch

召 7ichia 　coli

salnionella

4．20NDND 1．250NDND 1．250NDND 00NDND 1．250NDND

25℃

aerobic 　bacterium

fungusEscherichia

　coli

salmonella

4．20NDND 1．250NDND 2、50NDND 1．250NDND 00NDND

40℃

aerob1c 　bacterium

fungUSEscherichia

　coli

satmonella

4．20NDND ）（

0NDND

00NDND 00NDND 00NDND

ND ：not 　detected，

（15）
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れ た 〈Fig．1−A ，　 B）．ま た，同温度 の ゲ 値 （黄 み ） は 4
日後 に

一
度増加す るが，その 後減少 した （Fig．1−c），一

方，

4℃ 及 び 25℃ で は，顕著 な色 の 変化 は 認め られ なか っ た，

以上 の △E ’

ab （色 差 ） は 保存温度 40℃ で 21 ［
：i後 に 値が

12以 上 とな り，別の 色 系統 に 変 わ っ た （Fig．1−D ）．

　3．　 味の 経時変化

　作 製 当 日 の 葛根湯 煎液 を 10倍希釈 し た 溶液 の 味 の パ

タ
ーン

』
を Fig．2−A に 示 した，本試料液 は 酸性苦味及 び 旨

味を 強 く有 して い た．各味要索 に お ける 経時変化の 特微 と

して，酸 性苦味 に つ い て は，保存温度 40℃ で は 1 日後に，4℃

で は 7 日後に煎液作製当日の 値か ら 1 以上 減少 した が，両

保存温 度と も21 日後 に は顕著 に 増加 し，煎液作製当 日 と

の 違 い を感 じ られ な い 値 に な っ た．一
方，保存温度 25℃

で は，保存開始 か ら 14 日 目 ま で は 酸性苦味 の 値 が
一

旦 滅

少す る・もの の 昧強度 1 以 上 の 変化 は な く，21 日後 に は 他

の 保存 温度 の 試料 と同様 に 値 が 顕著 に 増加 し，35 日 目で

は ヒ ト が違 い を 感 じ られ る 程度 に まで 値 が 大 き くな っ た

（Fig．2 −B＞．また，渋味 につ い て は ，保存温度 40℃で は保

存 開始 1 日 目に渋 味 強 度が 減 少 し，そ の 後安定 した 値 を示

した （Fig．2−c）．な お，そ の 他の 味要素 （旨1柴，酸性苦味

後味，渋味後味及 び 旨味 後味）に 経 時 変 化は 認め られ な か っ

た （デ
ー

タ省略）．

　 4， 成 分 の 経 時 変 化

　 エ フ ェ ド リ ン と プ ソ イ ドエ フ ェ ド リ ン の 総 量 （Fig．

3−A ＞，グ リチ ル リチ ン 含量 （Fig．3−B），プエ ラ リ ン 含量 （Fig．

3−C）の 変化 を Fig．3 に 示 した．また，グ ラ フ に は 同
一

煎

液中 の ア ル ミパ ッ ク閾 （ノ尸 6） の 誤差 範囲 （エ フ ェ ドリ ン

とプソ イ ドエ フ ェ ドリ ン の 総量 ： ± 79  g／300nl，グ リチ ル

リチ ン ： ± 8．6mg／300ml，プエ ラ リ ン ； ± 17．2mg／300m／） を

線 で示 した．

　全成分 量 の 変化 は，全 て 誤 差 範 囲内 で あ っ た．す な わ ち．

葛根 湯 煎 液 の エ フ ェ ドリ ン ，プ ソ イ ドエ フーZ ドリ ン ，グ リ

チ ル リチ ン ，プ エ ラ リ ン 含量 に は 保存 温 度 の 差 異 に よる 経

時変 化 は認 め られ な か っ た．
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Fig．1．　 Temporal　changes 　of 　color 　vakles 　ill　Kakkonto ．

　　　　 （A）五
’
，（B）a

’
，（C）b

’
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＊
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考 察

　 L 本研究 は，微生物数並 び に 色彩 味及 び化学成分 を

指標 に，漢方薬抽出自動包装機 で 製 した葛根湯 の 最適 保存

条件 と晶質保持期間の 検討 を IS的 と して 行 っ た．そ の 結果，

全条件 で 4 週間は 微生物数 の 日局基準 を満 た して い た，一

方，色 彩 は 保存温 度 4℃ 及 び 25℃ で 5 週 間，40℃ で 2 週 間

は 同系統 の 色 を維持 した ．ま た，保存温度 4℃ で は 1 週 間，

25℃ で は 2 週 間 は ヒ トが 感 じ る 味の 変 化 は ない が，40℃ で

は 保 存後 1 日で 味が 変化 した．一
方，エ フ ェ ドリ ン と プ ソ

イ ドエ フ ェ ドリ ン の 総量 　グ リチ ル リチ ン 含量，プエ ラ リ

ン 含量 に は経時変化が認め られ なか っ た．以 上 か ら，本装

揖 で製 した 葛根湯 は 25℃ すなわ ち室温保存で 2 週 問，4℃

す な わち冷蔵保存 で 1 週間 は大きな変化 な く維持で き る と

判断 した．

　2．こ れ ま で 煎液 の 保存 に よ る微 生 物数の 変化 に つ い て

検 討 され て こ な か っ た が ，葛根湯 を 4，25 及 び 40℃ の い

ず れ の 温 度 で 保存 した 場合で も，4 週問は保存期間の 長 さ，

保存温 度 の 違 い に 伴 い 好 気 性 細 菌 が 増 加 す る こ と は な く，

また，真菌，大腸菌及び サ ル モ ネ ラ が 検出 され る こ と は な

い こ とが 明 らか に な っ た．加 えて ，化学的 評 価 で は 冷蔵保

存 に お い て 味が 変化す る こ とが 明 らか に な っ た こ とか ら，

微生 物数が増加 しな い の で あ れ ば 室 温 で 保 管 す る の が 良 い

と判断で きる．

　3．生 薬そ の もの に 細 菌 や 真菌 が 付 着 して い る が
s）
，漢

方 薬 抽 出 自動 包装 機 を用 い て 調 製 した葛根湯 に は 好気性細

菌 が 4．2cfu／ml しか 認 め ら れ ず，真 菌 は 非 検 出 で あ っ た．

こ の こ とか ら 100℃ で 30分 煎 じる こ と に よ り．生 薬 に付

着 した ほ とん どの 菌 は死 滅 す る こ と が 明 らか に な っ た ．ま

た，好気性細 菌数は湯 液の 保 存に伴 い 減少 した が ，こ れ は

葛根湯 を構 成 す る葛根
91／
，桂）ll　

10〕

，甘 草
n ）
，生姜

ユ2）
な どの

抗菌作用 に よる もの と推 察 で きる．

　4．葛根湯 の 煎 液 を 4℃ で 保存 した 時，2 日後 か ら酸性苦

味が 減 少 し，7N 後 に は ヒ トが 認 識 で きる 程度の 味 の 変化

を来 した、す な わ ち，湯 液 は通 常，冷 蔵庫 で 保存す る よ う

に 指示 され る が ，葛 根 湯 の 場 合．昧 を
一

定 に保 つ た め に は

（A）
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Fig，2，　Taste　intensity　values 　of　the　ter1−fold　diluted　Kakkonto 　decoction．

　　　　 （A）Taste　pattern　on 　the　day　of　decoction．（B）Changes 　in 匸aste

　　　 intensity　values 　of　Anionic　Bitterness　during　storage 　period，（C）

　　　 Changes　in　taste　intensity　 values 　Qf　Astringency 　during　storage

　　　 period，　 The 　20％ taste　 change 　in　measured 　 values ，　 which 　humans

　　　 can 　clearly　recognize ，　is　de且ned 　as 　l．
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Fig．3．　 Tempora ！changes 　of 　principal　compounds 　in　Kakkonto．
　　　　 （A ）Ephedrine　 and 　pseudoephedrine ，（B）Glycyrrhizin，
　　　 （C）Puerarin、　Each　error 　range 　is　indicated　by　two 　lines，

室 温保 存の 方が 適 して い る こ とが 明 らか に な っ た．前報
U

で 検討 した大黄甘 草 湯 は色 の 変化 か ら室温 保存が 適 して い

る と報 告 した が，今回の 結 果 と合 わ せ る と，煎 液 の 味 や色

を一・
定 に 保 つ た め に は必 ず し も冷 蔵 保 存 が 良 い と は言 い 難

い と判断 で きる，

　5．酸 性苦味値 に は 経時変化 が 認 め られ たが，こ の 変化

はエ フ ェ ドリ ン含量 の わ ず か な変化 と似 て い る．安食 ら
’1・）

は こ れ まで 葛根湯の 味 はマ オ ウに 大 き く起 因 して い る と報

告 して い るが，今回，エ フ ェ ドリ ン 含量 の 微 妙 な変 化 も葛

根湯の 味 に 影響す る 可 能性が 示唆 され た．

　6，4｛り℃ で 保存 した時，保存期 間 に 伴 い ，明 度 を表 す Lt

値及 び 黄色 を表す ゲ 値が 減 少 し．赤 色 を表す グ 値 が 増 加

し た こ とか ら，赤 み を帯び た 暗 い 色 に 変 化 した，同 温 度 で

は保存 後 1 日で 酸性苦味及び 渋味の 減少が 認め られ，味の

変化 が 生 じる こ とが 明 らか に な っ た．こ の こ とか ら，夏 の

高温時 に 葛根湯 を室温で 保存 した 場合，味及び 色 が 変 化す

る 可能性 が ある こ と を患 者に 適切 に 説明 する こ とが 重 要 で

ある．

　
’一
　
”fi，40℃ で 4週 間 保存 した 葛根湯煎液の 色差 は 工．2 以

下 で あ り，3 週 聞 保 存 した もの よ りも値が 小 さか っ た，す

な わ ち，高 温 保 存 に よ り色 は 変化 す る が，変色 速 度 が 遅 い

場 合 もあ り得 る と考 え られ る ，

　7．今回，葛 根 湯 を用 い て 微生 物試験 を行 っ た が，漢方

処 方 の 中 に は糖分 を多く含 み，微生物 が 生育す る可 能性が

高い 処 方 も存在 す る，今後，他 の処方に つ い て も同様の 検

討 を行 う必 要 が あ ろ う．
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